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第Ⅳ章  基 本 方 針  

 

Ⅳ－１ 基本理念 

 

 

基 本 理 念 

あったかみのあるまち 「ちとせ」 

 

市民みんなが主役となり、お互いに支え合いながら 

どんなときも安心して暮らし続けられる 

あったかみのあるまちを実現します 

 

 

互いに声をかけ合い、出会い、交流し、あたたかみのある豊かな人間関係の中で、

さみしさや孤独を感じることなく、安心して笑顔で暮らし続けられるまちをつくりま

す。 

世代や性別、障がいの有無などにかかわらず、一人ひとりの個性や人間性が尊重さ

れるまちにします。 

どのような立場や状況にある市民も、差異や多様性を認め合い、孤独や孤立、排除

や摩擦から援護し、市民全体が連帯して包み支え合うというソーシャル・インクルー

ジョンの考え方を地域に根付かせます。 

地域の誰もが、ともに支え合って地域をつくりあげる大切な一員であり、「私たち

は千歳市民です」と自慢できるような、あたたかいまちづくりを進めます。 

まち全体に「支え合いの輪」を広げ、たった一人の小さな声でも、必要な場所や人

に届くようなネットワークを築きます。 

市民一人ひとりが、自分らしく、充実した生活を送ることができるまちをめざしま

す。 

 
    

ソーシャル・インクルージョン：厚生省（現・厚生労働省）に平成 12 年７月に設置された「社会的な援護

を要する人々に対する社会福祉のあり方に関する検討会」が、平成 12 年 12 月に発表した報

告書では、「今日的な『つながり』の再構築を図り、すべての人々を孤独や孤立、排除や摩擦

から援護し、健康で文化的な生活の実現につなげるよう、社会の構成員として包み支え合う（ソ

ーシャル・インクルージョン）ための社会福祉を模索する必要がある」と、新しい社会福祉の

基本理念として位置づけています。 
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Ⅳ－２ 計画目標 

 

（１）計画目標Ⅰ 福祉サービスを利用しやすい仕組みづくり 

 

  市民が、必要な時に適切に福祉サービスの情報を入手し、利用できるまちを実現

します。個々の暮らしに合わせ、市民同士の助け合いや行政サービス、民間のサー

ビスなど、さまざまなサービスの中から、自分が必要としているものを選ぶことが

できるようにするとともに、今ある福祉サービスをよりわかりやすく、利用しやす

くします。 

  地域の中には、「困っている」と助けを求めることが難しい方や、支援が必要な

のに福祉サービスと結びついていない方がいます。市民、事業者、市のそれぞれが

アンテナを磨き、地域の中で困っている人を見つけて、支援の輪へとつないでいく

ネットワークをつくります。 

 

 

（２）計画目標Ⅱ 地域の社会資源を育む環境づくり 

 

  地域福祉に関わる人材や情報、サービス等の社会資源の質を高め、ソフト・ハー

ドの両面から社会資源へのアクセスが容易な「福祉のまちづくり」をめざします。 

  市民、事業者、市がそれぞれの役割を認識し、協力し合いながら福祉のまちづく

りを推進し、大きな災害に見舞われるなど困難な状況にあっても、必要なサービス

や手助けが行き届くようなまちにします。 

 

 

（３）計画目標Ⅲ 福祉活動への参加が活発な地域づくり 

 

  誰もが安心して暮らし続けられるまちをつくることは、市民一人ひとりの大切な

役割です。地域福祉の考え方や大切さを理解して、誰もが主体的に地域福祉に関わ

ることができるまちをめざします。 

  千歳に暮らす市民一人ひとりが勇気ある一歩を踏み出し、自分のできることから

取り組むことができるよう、必要な情報や仕組みを整えます。 

  また、町内会・自治会などのコミュニティ活動を推進し、地域福祉の理念の普及

啓発をとおして、さまざまな活動が地域で広がりをもって活発に実践されるよう促

進します。 
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Ⅳ－３ 計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画目標Ⅰ 

あ
っ
た
か
み
の
あ
る
ま
ち 
「
ち
と
せ
」 

基本理念 計画目標 

 

福祉サービスを 

利用しやすい 

仕組みづくり 

計画目標Ⅱ 

 

地域の 

社会資源を育む 

環境づくり 

計画目標Ⅲ 

 

福祉活動への 

参加が活発な 

地域づくり 

基本目標ⅰ 

安心して利用できる 

福祉サービス 

基本目標 

基本目標ⅱ 

福祉サービスの狭間に 

ある問題への対応 

  福祉サービス 

基本目標ⅲ 

基本目標ⅳ 

福祉事業の基盤づくり 

地域福祉の担い手の育成 

基本目標ⅴ 

基本目標ⅵ 

地域福祉の理念の普及 

福祉活動を支援する環境づくり 
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※基本施策の【重点施策】は、国の動向や「ちとせ地域福祉市民会議」 

において活発に議論された内容を基に設定しています。 

基本施策① 身近な相談窓口の充実と福祉情報の提供 

基本施策② 福祉を必要としている市民を発見する仕組みづくり 

基本施策③ 生活困窮者自立支援制度 【重点施策】 

基本施策④ ユニバーサルデザインによるハード基盤の整備 

・「（仮称）ちとせ社会資源マップ」の作成  など 

基本施策⑤ 災害時における避難行動要支援者の支援 【重点施策】 

・避難行動要支援者にかかる名簿の作成  など 

基本施策⑥ 福祉事業者の育成と支援 

・千歳市社会福祉協議会との連携強化  など 

基本施策⑦ コミュニティ・ソーシャル・ワークの調査研究 

・「（仮称）地域福祉コーディネーター」の研究  など 

基本施策⑧ 福祉教育の推進 

基本施策⑨ 虐待防止と権利擁護の普及啓発 

・フォーラム、勉強会、千歳学出前講座などの学習機会の提供  など 

・市民後見人養成の推進  など 

基本施策⑩ 町内会・自治会などのコミュニティ活動の推進 

基本施策⑪ ボランティアの支援 【重点施策】 

・「（仮称）現代版・寺子屋」の実施  など 

・「ボランティアポイント制度」の導入  など 

基本施策 

具体的施策（例） 

・民生委員児童委員の活動促進 
・千歳学出前講座「（仮称）ちとせ地域福祉の姿 2020」の新設  など 

・「（仮称）ちとせ地域福祉ネットワーク会議」の新設  など 

・生活困窮者自立支援事業の実施 


